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（２）９ 事象を角の大きさに着目して観察し、問題解決の過程や結果を振り返り、新たな
性質を見いだすことができるかどうかをみる問題

中学校【数学】

〔１〕 ①について、∠AQCと∠BPCの和で表される角を見いだす。

〔２〕 ②について、∠AQCと∠BPCの和で表される角を見いだす。

正答の導き方

三角形の合同条件などを基にして図形の基本
的な性質を論理的に確かめたり、 証明を読んで
新たな性質を見いだしたりすること。

必要な学習内容

（正答）
①：ウ ②：ウ

角の大きさが等しい
∠PBC（∠AQC）＋∠BPC

常に６０°で
ある

(例)
∠AQCと∠BPCの和について、直接分かること
がないので、問題の条件や、（１）の証明をヒント
に、右の図の中に合同な三角形がないか考える。
AC＝PC、QC＝BC、∠ACQ＝∠PCBより
△QAC≡△BPC
対応する角の大きさは等しいから、
∠AQC＝∠PBC

よって、
∠AQC＋∠BPC＝∠PBC＋∠BPC
三角形の内角と外角の関係より、
∠PBC＋∠BPC＝∠ACP＝６０° ・・・ウ（答）

角の大きさが等しい

∠AQC＋∠BPC（∠QAC）

常に６０°で
ある

（例）
点Cが点Mの右側にある場合でも、辺の長さや角の
大きさが等しいという関係は変わらないので〔１〕と
同じ証明が成り立つ。したがって、〔１〕と同様に、
三角形の内角と外角の関係より、

∠AQC＋∠QAC＝∠QCB＝６０° ・・・ウ（答）

※ ∠BPC＝∠QACで考えてもよい。



調査問題を活用した授業改善のための指導資料

授業改善のポイント

点Cが、点Aから点Mにむかって動くとき、∠AQCと∠BPCの大きさは、それぞれどうなる

でしょうか。

誤答例とその原因

∠AQCの大きさは、どんどん大きくなりそうです。

∠BPCの大きさは、どんどん小さくなりそうです。

たしかに、∠AQCの大きさは、どんどん大きくなり、∠BPCの大きさは、どんどん小さ

くなっています。

∠AQCと∠BPCの和で表される角があるのかな。

たしかに難しそうですね。では、∠AQCと等しくなる角はないでしょうか。

○ ICT（シミュレーションソフト等）を用いて、角の大きさが変化する様子を観察し、解決の方

法を見通したり、新たな性質を見いだしたりする活動が大切です。

∠AQCをふくむ△QACと、合同な三角形をみつけたらいいのかな。

○ ∠AQCと∠BPCの和が常に６０°となる理由について、論理的に説明し伝え合う活動が

大切です。

では、そのことをタブレット端末を使って、確かめてみましょう。

タブレット端末に「∠AQC＋∠BPC」と入力すると、点Cが動いても、

いつでも「∠AQC＋∠BPC＝６０°」と表示されるね。

（誤答例）

①：エ ②：エ

∠AQC、∠BPCのそれぞれの大きさが変化することは捉えられているが、和が６０°（一定）と
なる根拠を捉えることができていない。

では、∠AQCと∠BPCの和は、どのように変化しそうですか。

∠AQCと∠BPCのそれぞれの角の大きさが変わるので、和も変わるのかな。

正三角形の性質を使うと、△QAC≡△BPCがいえそうだね。証明してみよう。


